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【ステップ２】印刷オプションの指定 

⑤ 印刷オプションを設定する 
都道府県の記載要領の指導をご確認の上ご利用ください。 
 
療養費明細書（様式第四）の印刷オプションの設定として次の項目があります。審査支払機関の指導ルール
に基づきご利用ください。 

 
 
Ａ：様式第四「合計」欄の「公費」に係る「負担⾦額」を記載する 
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請求計算対象が登録されると 

ここに表示されます。 

本人負担額がない場合は 0 円で表

示します。 

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ



7 章 請求管理編 

282 

7 
請
求
管
理 

Ｂ：様式第四「実⽇数」欄の公費分が保険分と同⽇数の場合も記載する 

 
 

 
 
Ｃ：「訪問⽇」欄記載マークに関し、一⽇ 2 回以上訪問の場合「▲」緊急訪問看護加算「×」を使用する 
（通常は使用しません。特に審査支払機関から指導のある場合のみ使用してください。） 
 
Ｄ：公費単独の場合「給付割合」欄の 10 割に○をつける 
（通常は使用しません。特に審査支払機関から指導のある場合のみ使用してください。） 

 
 
Ｅ：月途中での保険者番号変更時の設定 
『同じ保険種別でも「訪問開始年月⽇」欄の記載を変更する』にチェックを⼊れると、同一保険種別での保
険者番号変更時に訪問開始年月⽇の記載を変更します。 
例）社保→社保、国保→国保、後期⾼齢者医療制度→後期⾼齢者医療制度など 
 
変更後の訪問開始⽇を「資格取得年月⽇」とするか、「変更後の初回訪問⽇」とするかは審査支払機関の指導
ルールに基づき設定する必要があります。 
設定方法は本章Ｐ217 を参照してください。 
 

  




